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・ 「Al-Mg-Si合金に関するこれまでの研究とこれからの研究
の紹介」（廣澤委員）
・ 「6000系アルミニウム合金の溶質クラスターについて」（阿
部委員）
③第3回研究部会
（令和4年6月9日 オンライン）
・ 「Al-Mg-Si合金中に形成するナノクラスタの形成挙動およ
び転位との相互作用」（芹澤委員）
・ 「外力下での析出組織制御と内部応力場中の転位運動」（東
京工業大学 村石信二先生）
④第4回研究部会（研究部会公開セミナー）
（令和4年9月8日 富山国際会議場＋オンライン）
・ 「自動車用 6000系アルミニウム合金に関する話題提供」
（Aluminium-Consulting-Königswinter Prof. Dr.-Ing. Jürgen 
Hirsch）
⑤第5回研究部会
（令和5年1月6日 オンライン）
・ 「6000系アルミニウム押出形材の押出加工応力による組織
制御」（YKKAP株式会社 小田省吾様）
・ 「Al-Mg-Si合金における添加Mg/Si比がクラスタおよび析
出物と時効硬化挙動に及ぼす影響」（宍戸委員）
⑥第6回研究部会
（令和5年5月15日 高松商工会議所＋オンライン）
・ 「STEM/3DAP/DFTによるAl-Mg-Si合金溶質クラスタの構
造解析」（江草委員）
・ 「6000系アルミニウム合金の粒界近傍における局所力学挙
動」（池田委員）
・ 「XAFS測定を用いたAl-Mg-Si合金におけるクラスタリン
グ挙動の観察」（足立委員）
・ 「時効析出の時間制御技術（予加工，予備時効による時効硬
化挙動促進の可能性）について」（廣澤委員，横浜国立大学
大瀧光弘氏）

4.  これまでの成果と今後の活動予定

これまでに，Hirsch先生の公開セミナーを含む全6回の研

究部会を実施し，当該分野の最新の研究成果や新たに提案さ
れた概念・メカニズム，工業製品としての6000系アルミニウ
ム合金の特徴・課題について議論を行ってきた。その際，各
解析装置のエキスパートが取得した実験結果を，他の解析装
置や各種計算科学的手法で得られた知見と比較しながら，委
員全員で多面的・総合的に解釈しようとする雰囲気が溢れて
おり，毎回「高いレベルでの議論ができている」と自負＆嬉
しく思っている。さらに，アドバイザからの「過去の報告か
ら見た当該成果の位置付け」に関するコメントや，産側の委
員からの「新たな材料開発・生産技術としての実用可能性」
に関するアドバイスも，多くの委員にとって有意義なものに
なっており，若手委員からも「自分の研究成果をきちんと議
論，批評いただける場」として好評いただいている。このよ
うな本研究部会の強みを生かしながら，折り返し地点となる
本年度以降も，引き続き活動を活発化，講演大会における
テーマセッションの開催や軽金属誌での特集号の企画につな
げていきたいと考えている。
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